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State of the Lake Biwa and Our Life    

琵琶湖とその流域で生じた主な事象の年表 
 
 様々な事象がどのように関連しているのかを理解する上で、これまでいつ、どこで、どのようなこと

が生じてきたのかを理解しておくことが重要となります。次ページには、「水質」「魚介類」「動植物」「社

会」の 4 つの分野に関連して、昭和 30 年（1955 年）頃以降に生じた主な事象を年表形式でまとめまし

た。なお、本年表は必ずしも正確な年次を表すものではなく、また「魚たちのにぎわいを協働で復活さ

せるプロジェクト」関係者の経験や記憶を元に記載している事項もあるため、琵琶湖とその流域におけ

る歴史を大まかに理解するための資料と捉えてください。 

 全体を大きく見ると、貝類や河川の魚類に異変が生じ始めるのが 1960 年代～70 年代、淡水赤潮等の

富栄養化が問題となるのは 1970 年代後半～90 年代、琵琶湖の魚類相が大きく変わるのが 1980～90 年

代、水草の異常繁茂が問題となるのは 1990 年代以降という捉え方ができるでしょう。これらの因果関

係を解き明かすことが、今後の保全・再生の方向性を見いだすヒントになるかもしれません。 
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指標一覧および関係性の全体像 
 

マザーレイク 21 計画で挙げられた指標の一覧および関係性の全体像を以下に示します。琵琶湖と暮らしに関わる指標

の間には様々な関係があるため、ある指標の改善（悪化）が別の指標の改善（悪化）につながることも多くあります。そ

れらの直接・間接的な関係を理解して、琵琶湖と暮らしにおける根本的な問題に気づく一助としてご活用ください。 

 

 

  

(1)湖内 (3)集水域 (1)個人・家庭

環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標) 環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標) 環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標)

＊ 琵琶湖の透明度 ＊ 県内主要河川の水質目標の達成率 県内卸売市場の県産野菜入荷率

＊ 琵琶湖の水質（環境基準項目のほか難分解性有機物に関する項目、底層のＤＯなどを含む) 県内河川の
水質（BOD) ＊ 月１回以上湖魚料理を作り、食べる人の割合

＊ アオコの発生日数、水域数 県内河川の
水質（T-N) 県民１人が１日に出すごみの量

＊ 淡水赤潮の発生日数、水域数 県内河川の
水質（T-P) ＊ 家庭排水に気を付ける家庭の割合

＊ 珪藻網が優先する比率 ＊ 流入汚濁負荷推定量 ＊ 過去１年間に環境保全活動や環境学習に参加した人の割合

＊ 琵琶湖の底質調査（強熱減量） 除間伐を必要とする人工林に対する整備割合 ＊ 過去１年間に琵琶湖や川で遊んだ人の割合

＊ 琵琶湖漁業の漁獲量
（外来魚を除く） ＊ 森林づくり活動を実践している市民団体等の数（累計） 環境こだわり農産物を継続して利用する消費者の割合

＊ ニゴロブナの漁獲量 地域の森林づくりを推進する集落数（累計） 主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標）

＊ セタシジミの漁獲量 ＊ ニホンジカによる林業被害面積 「みるエコおうみ」プログラム取組世帯数

＊ ホンモロコの漁獲量 ＊ ナラ枯れ被害面積 びわ湖まちかどむらかど環境塾開催地区数

アユの漁獲量 耕作放棄地面積

＊ ビワマスの漁獲量 ニホンジカの推定生息頭数 (2)生業（なりわい）

二ゴロブナ当歳魚資源尾数 カワウの推定生息数（再掲） 環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標)

＊ セタシジミの主要漁場における生息密度の推移 ＊ 希少野生脊椎動物種・貝類（再掲） ＊ 県産材の素材生産量

＊ 外来魚生息量
（4/1調査） ＊ 化学合成農薬の使用量（H12比） 新規就農者数（H23～H27累計）

＊ 希少野生脊椎動物種・貝類 ホタル飛翔地域数（守山市赤野井湾） ＊ 琵琶湖漁業の漁獲量
（外来魚を除く）（再掲）

主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標） 主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標） ＊ ニゴロブナの漁獲量（再掲）

＊ 下水道を利用できる県民の割合 里山整備協定林の数（累計） ＊ セタシジミの漁獲量（再掲）

汚水処理施設整備率 間伐実施面積 ＊ ホンモロコの漁獲量（再掲）

＊ 水稲における環境こだわり農産物栽培面積の割合 利用間伐実施面積 アユの漁獲量（再掲）

流域単位での農業排水対策の取組面積 ＊ 水稲における環境こだわり農産物栽培面積の割合（再掲） ＊ ビワマスの漁獲量（再掲）

ニゴロブナの種苗放流尾数 ＊ 「魚のゆりかご水田」など豊かな生き物を育む水田取組面積 二ゴロブナ当歳魚資源尾数（再掲）

ホンモロコの種苗放流尾数 ＊ セタシジミの主要漁場における生息密度の推移（再掲）

セタシジミの種苗放流個数  《つながりへの配慮》 ＊ 漁業就業者数

環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標) ＊ 琵琶湖漁業の生産額

(2)湖辺域 アユの漁獲量（再掲） ＊ 農業就業人口（販売農家）

環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標) ＊ ビワマスの漁獲量（再掲） ＊ 農業産出額

＊ 琵琶湖のヨシの面積 ＊ ニゴロブナの漁獲量（再掲） ＊ 林業就業者数

琵琶湖の水浴場の「快適」ランクの箇所数 二ゴロブナ当歳魚資源尾数（再掲） ＊ 林業産出額

＊ 琵琶湖漁業の漁獲量
（外来魚を除く）（再掲） ＊ セタシジミの主要漁場における生息密度の推移（再掲） 主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標）

＊ ニゴロブナの漁獲量（再掲） 主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標） 琵琶湖森林づくりパートナー協定（企業の森）締結数（累計）

＊ セタシジミの漁獲量（再掲） ＊ 「魚のゆりかご水田」など豊かな生き物を育む水田取組面積（再掲） 「おいしが　うれしが」キャンペーン登録店舗数

＊ ホンモロコの漁獲量（再掲） ＊ 水稲における環境こだわり農産物栽培面積の割合（再掲）

アユの漁獲量（再掲） ＊ 「魚のゆりかご水田」など豊かな生き物を育む水田取組面積（再掲）

＊ ビワマスの漁獲量（再掲） びわ湖環境ビジネスメッセにおける有効商談件数（累計）

二ゴロブナ当歳魚資源尾数（再掲） 環境こだわり農産物認証マークを表示して出荷する生産組織数

＊ セタシジミの主要漁場における生息密度の推移（再掲） 水田ハローによる浅水代かきの実施率

プレジャーボートによる騒音被害に関する苦情件数 耕地面積

＊ 外来魚生息量（再掲）
（4/1調査） 利用間伐実施面積（再掲）

カイツブリの推定生息数

カワウの推定生息数 (3)地域

＊ 希少野生脊椎動物種・貝類（再掲） 環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標)

希少野生動植物種の「生息・生育地保護区」の箇所数 「環境の保全を図る活動」を活動分野とするＮＰＯ法人の数

＊ 水草群落面積 ＊ 森林づくり活動を実践している市民団体等の数（累計）（再掲）

主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標） 地域の森林づくりを推進する集落数（累計）（再掲）

＊ 水草表層刈り取り量 主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標）

＊ 水草根こそぎ除去面積 マザーレイクフォーラムへの参加団体数

砂地造成累積面積 淡海の川づくりフォーラムへの参加団体数

ヨシの植栽面積（累計） びわ湖まちかどむらかど環境塾開催地区数（再掲）

砂浜保全対策（累計）

外来魚の駆除量・回収量 《つながりへの配慮》

ニゴロブナの種苗放流尾数（再掲） 環境・社会の状態に関する指標(アウトカム指標)

ホンモロコの種苗放流尾数（再掲） 学校給食への地場産物利用率
（食材数ベース）

セタシジミの種苗放流個数（再掲） びわ湖フローティングスクール
「うみのこ」事業実施学校数

森林環境学習「やまのこ」事業実施学校数

「たんぼのこ」体験事業実施学校数

琵琶湖博物館の年間来館者数

＊ 過去１年間に琵琶湖や川で遊んだ人の割合（再掲）

びわこルールキッズの登録者数

＊ 自分の住む地域の洪水ハザードマップを知っている人の割合

主な施策の進捗状況に関する指標（アウトプット指標）

マザーレイクフォーラムへの参加団体数（再掲）

淡海の川づくりフォーラムへの参加団体数（再掲）

びわ湖まちかどむらかど環境塾開催地区数（再掲）

環境学習企画サポート件数（累計）

滋賀県学習情報提供システム「におネット」における講座情報数

森林環境学習の年間受講者数

＊：「琵琶湖と暮らし2015」に図表を掲載した指標

１．琵琶湖流域生態系の保全・再生 ２．暮らしと湖の関わりの再生



 

32 

 

 
 

 

大
気

降
下

物

森
林

河
川

流
量

河
川

環
境

流
入

負
荷

暮
ら

し
・
地

域

レ
ジ

ャ
ー

林
業

農
地

農
業

漁
業

魚
介

類
水

質

湖
底

環
境

水
草

湖
岸

内
湖

鳥
類

水
位

県
内

主
要

河
川

の
水

質
目

標
の

達
成

率

下
水

道
を

利
用

で
き

る
県

民
の

割
合

琵
琶

湖
の

透
明

度

琵
琶

湖
の

水
質

ア
オ

コ
の

発
生

日
数

、
水

域
数

淡
水

赤
潮

の
発

生
日

数
、

水
域

数

琵
琶

湖
漁

業
の

漁
獲

量

ニ
ゴ

ロ
ブ

ナ
の

漁
獲

量

セ
タ

シ
ジ

ミ
の

漁
獲

量

ホ
ン

モ
ロ

コ
の

漁
獲

量

ア
ユ

の
漁

獲
量

ビ
ワ

マ
ス

の
漁

獲
量

水
稲

に
お

け
る

環
境

こ
だ

わ
り

農
産

物
栽

培
面

積
の

割
合

流
域

単
位

で
の

農
業

排
水

対
策

の
取

組
面

積

ニ
ゴ

ロ
ブ

ナ
の

種
苗

放
流

尾
数

ホ
ン

モ
ロ

コ
の

種
苗

放
流

尾
数

セ
タ

シ
ジ

ミ
の

種
苗

放
流

個
数

琵
琶

湖
の

ヨ
シ

の
面

積

水
草

表
層

刈
り

取
り

量

プ
レ

ジ
ャ

ー
ボ

ー
ト

に
よ

る
騒

音
被

害
に

関
す

る
苦

情
件

数

カ
イ

ツ
ブ

リ
の

推
定

生
息

数

カ
ワ

ウ
の

推
定

生
息

数

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類
の

「
生

息
・

生
育

地
保

護
区

」
の

箇
所

数

水
草

根
こ

そ
ぎ

除
去

面
積

ヨ
シ

の
植

栽
面

積

外
来

魚
の

駆
除

量
・
回

収
量

除
間

伐
を

必
要

と
す

る
人

工
林

に
対

す
る

整
備

割
合

里
山

整
備

協
定

林
の

数

森
林

づ
く
り

活
動

を
実

践
し

て
い

る
市

民
団

体
等

の
数

地
域

の
森

林
づ

く
り

を
推

進
す

る
集

落
数

ニ
ホ

ン
ジ

カ
の

推
定

生
息

頭
数

化
学

合
成

農
薬

の
使

用
量

ホ
タ

ル
飛

翔
地

域
数

「
魚

の
ゆ

り
か

ご
水

田
」
な

ど
豊

か
な

生
き

物
を

育
む

水
田

取
組

面
積

県
内

卸
売

市
場

の
県

産
野

菜
入

荷
率

「
み

る
エ

コ
お

う
み

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

取
組

世
帯

数月
１

回
以

上
湖

魚
料

理
を

作
り

、
食

べ
る

人
の

割
合

び
わ

湖
ま

ち
か

ど
む

ら
か

ど
環

境
塾

開
催

地
区

数

県
民

１
人

が
１

日
に

出
す

ご
み

の
量

家
庭

排
水

に
気

を
付

け
る

家
庭

の
割

合

過
去

１
年

間
に

環
境

保
全

活
動

や
環

境
学

習
に

参
加

し
た

人
の

割
合

過
去

１
年

間
に

琵
琶

湖
や

川
で

遊
ん

だ
人

の
割

合

環
境

こ
だ

わ
り

農
産

物
を

継
続

し
て

利
用

す
る

消
費

者
の

割
合

県
産

材
の

素
材

生
産

量

琵
琶

湖
森

林
づ

く
り

パ
ー

ト
ナ

ー
協

定
（
企

業
の

森
）
締

結
数

琵
琶

湖
漁

業
の

生
産

額

林
業

産
出

額

「
お

い
し

が
う

れ
し

が
」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
登

録
店

舗
数

び
わ

湖
環

境
ビ

ジ
ネ

ス
メ

ッ
セ

に
お

け
る

有
効

商
談

件
数

環
境

こ
だ

わ
り

農
産

物
認

証
マ

ー
ク

を
表

示
し

て
出

荷
す

る
生

産
組

織
数

水
田

ハ
ロ

ー
に

よ
る

浅
水

代
か

き
の

実
施

率 耕
地

面
積

「
環

境
の

保
全

を
図

る
活

動
」
を

活
動

分
野

と
す

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

の
数

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
団

体
数 淡

海
の

川
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
参

加
団

体
数

学
校

給
食

へ
の

地
場

産
物

利
用

率

環
境

学
習

企
画

サ
ポ

ー
ト

件
数

滋
賀

県
学

習
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
「に

お
ネ

ッ
ト

」
に

お
け

る
講

座
情

報
数

び
わ

湖
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

「
う

み
の

こ
」
事

業
実

施
学

校
数

森
林

環
境

学
習

「
や

ま
の

こ
」
事

業
実

施
学

校
数

「
た

ん
ぼ

の
こ

」
体

験
事

業
実

施
学

校
数

琵
琶

湖
博

物
館

の
年

間
来

館
者

数

び
わ

こ
ル

ー
ル

キ
ッ

ズ
の

登
録

者
数

自
分

の
住

む
地

域
の

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

知
っ

て
い

る
人

の
割

合

森
林

環
境

学
習

の
年

間
受

講
者

数

流
入

汚
濁

負
荷

推
定

量

汚
水

処
理

施
設

整
備

率

水
草

群
落

面
積

砂
地

造
成

累
積

面
積

砂
浜

保
全

対
策

耕
作

放
棄

地
面

積

間
伐

実
施

面
積

利
用

間
伐

実
施

面
積

新
規

就
農

者
数

漁
業

就
業

者
数

農
業

就
業

人
口

農
業

産
出

額

林
業

就
業

者
数

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

琵
琶

湖
の

水
質

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

凡
例 因

果
関

係

「
お

い
し

が
う

れ
し

が
」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
登

録
店

舗
数

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

（
全

体
に

影
響

）

外
来

魚
生

息
量

希
少

野
生

脊
椎

動
物

種
・
貝

類

セ
タ

シ
ジ

ミ
の

漁
獲

量

珪
藻

網
が

優
先

す
る

比
率

琵
琶

湖
の

底
質

調
査

ニ
ゴ

ロ
ブ

ナ
当

歳
魚

資
源

尾
数

セ
タ

シ
ジ

ミ
の

主
要

漁
場

に
お

け
る

生
息

密
度

の
推

移

セ
タ

シ
ジ

ミ
の

主
要

漁
場

に
お

け
る

生
息

密
度

の
推

移

県
内

河
川

の
水

質

水
田

ハ
ロ

ー
に

よ
る

浅
水

代
か

き
の

実
施

率 耕
地

面
積

参
考

指
標

3
～

7
月

に
お

い
て

B
.S

.L
.1

0
cm

以
上

に
な

る
日

数

B
.S

.L
.－

7
0

cm
以

下
に

な
る

日
数

琵
琶

湖
の

水
浴

場
の

「
快

適
」
ラ

ン
ク

の
箇

所
数

ニ
ホ

ン
ジ

カ
に

よ
る

林
業

被
害

面
積

ナ
ラ

枯
れ

被
害

面
積





State of the Lake Biwa and Our Life

琵琶湖と暮らし 2015 指標でみる過去と現在


